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◇防災行政無線の内容は専用ダイヤル　緯042（341）0793　　防災・防犯緊急メールマガジンでもお知らせします

人　口 192,584人 （373人増）
 男　94,884人 （156人増）
 女　97,700人 （217人増）
世帯数 91,177世帯 （225世帯増）

人口と世帯数
平成30年6月1日現在
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小
平
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
の
委
員

が
、
左
表
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　

委
員
は
、
介
護
保
険
の
円
滑
な
運
営
お

よ
び
推
進
を
図
る
た
め
、
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
推
進
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
な
ど
を
検
討
し

ま
す
。

　

任
期
は
７
月
５
日
か
ら
平
成　

年
３
月

３３

　

日
ま
で
で
す
。

３１

問
合
せ　

高
齢
者
支
援
課
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
８
２
３

 　

月　

㍑
を
限
度
と
し
て
１
㍑
に
つ
き
ガ

５０

ソ
リ
ン
税
額
相
当
分　

円
を
補
助
し
ま

５４

す
。

申
込
み　

７
月
２
日（
月
）か
ら　

日（
火
）

１０

ま
で
に
、
４
月
～
６
月
分
の
領
収
書
と
印

鑑
、
決
定
通
知
書
兼
受
給
者
カ
ー
ド
を
持

参
の
う
え
、
障
が
い
者
支
援
課
（
健
康
福

祉
事
務
セ
ン
タ
ー
１
階
）、
東
部
・
西
部
出

張
所
へ

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
４
０
、
俊　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

４
１

 　

現
在
、
小
平
市
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

を
受
け
て
い
る
方
に
、
６
月　

日
に
心
身

１１

障
害
者
福
祉
手
当
現
況
届
を
発
送
し
ま
し

た
。
７
月　

日
（
火
）
ま
で
に
提
出
し
て

１０

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
現
況
届
は
、
現
在
手
当
を
受
け
て

自
動
車
ガ
ソ
リ
ン
費
の

補

助

請

求

を

心
身
障
が
い
者

現
況
届
の
提
出
を

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

い
る
方
が
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ

る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大
切
な
も
の
で

す
。
提
出
の
な
い
場
合
、
手
当
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
（
健
康
福
祉

事
務
セ
ン
タ
ー
１
階
）
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
４
０
、
俊　

（
３
４
６
）
９
５
４
１

０４２

 
怯
保
険
料
の
猶
予
・
免
除
申
請
の
ご
利
用

を
　

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保

険
料
の
免
除
制
度
や
納
付
猶
予
制
度
が
あ

り
ま
す
。
納
付
猶
予
制
度
は
平
成　

年
度

２７

分
ま
で
（
平
成　

年
６
月
分
ま
で
）
は　

２８

３０

歳
未
満
の
方
、
平
成　

年
７
月
分
か
ら
平

２８

成　

年
６
月
分
ま
で
は　

歳
未
満
の
方
が

３７

５０

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
（
平
成　

年
７
月
分
～
平

３０

３０

成　

年
６
月
分
）
の
申
請
は
、
７
月
２
日

３１
（
月
）
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
は
、
申
請
に
よ
り
在
学
中

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制

国国国国国国国国国国国
民
年年年年年年年年年年年
金

度
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
制
度
も
、
申
請
時
点
の
２
年

１
か
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
免
除
な
ど
の
決
定
は
、
所
得
の
審
査
な

ど
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

保
険
年
金
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
１
、
武
蔵
野
年
金
事
務
所
緯
０
４

２
２
（　

）
１
４
１
１

５６

 　

平
成　

年
５
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
、

３０

児
童
育
成
手
当
（
育
成
手
当
、
障
害
手
当
）

を
受
給
し
て
い
る
方
に
、
６
月
８
日
に
指

定
の
口
座
に
手
当
を
振
り
込
み
ま
し
た
。

※
出
生
、
転
居
、
離
婚
、
婚
姻
、
障
害
状

態
の
変
更
な
ど
に
よ
り
、
支
給
要
件
に
該

当
、
変
更
、
非
該
当
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
方
は
、申
請
ま
た
は
届
出
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当

振
り
込
み
の
ご
確
認
を

問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
５
４
４

 　

私
道
は
所
有
者
の
責
任
で
維
持
管
理
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
市
民
生
活
の
基
盤
と
な
る
道

路
の
安
全
性
を
維
持
す
る
た
め
に
、
一
定

の
条
件
を
満
た
す
私
道
の
整
備
に
対
し
て

補
助
を
し
て
い
ま
す
。

　

舗
装
の
打
ち
換
え
や
、
排
水
設
備
の
整

備
な
ど
に
つ
い
て
、
市
が
工
事
費
の
９
割

を
負
担
し
て
工
事
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

道
路
課
緯　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

４
８

 　

空
き
地
に
生
え
る
雑
草
は
、
放
置
し
て

お
く
と
種
の
飛
散
や
害
虫
の
発
生
な
ど
、

費

用

を

助

成

私
道
の
整
備

空
き
地
の
雑
草
管
理
を

 
怯
学
童
ク
ラ
ブ

勤
務
内
容　

市
立
小
学
校
に
併
設
し
て
い

る
学
童
ク
ラ
ブ
で
の
指
導
員
の
補
助
お
よ

び
小
学
校
低
学
年
児
童
の
保
育

勤
務
期
間　

６
月
～
８
月　

日
（
金
）

３１

※
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。
希
望
に
よ
り

９
月
以
降
の
勤
務
も
可
。
勤
務
日
な
ど

は
、
後
日
調
整
の
う
え
決
定
。

勤
務
時
間　

平
日
（
７
月　

日
（
金
）
ま

２０

で
）
…
午
後
２
時
前
後
～
６
時

平
日（
７
月　

日（
月
）～
８
月　

日（
金
））

２３

３１

…
▽
午
前
８
時　

分
～
午
後
１
時　

分
前

１５

４５

後　

▽
午
後
０
時　

分
～
６
時

３０

土
曜
日
…
▽
午
前
８
時　

分
～
午
後
１
時

３０

　

分　

▽
午
後
０
時　

分
～
６
時

３０

３０

応
募
資
格　
　

歳
以
上（
高
校
生
を
除
く
）

１８

の
健
康
で
、
障
が
い
児
な
ど
に
も
理
解
の

あ
る
方

募
集
人
数　
　

人
程
度

３０

臨
時
職
員
を
募
集

賃　

金　

時
給
１
千
百
円

申
込
み　

履
歴
書（
写
真
を
貼
っ
た
も
の
）

を
問
合
せ
先
へ
本
人
が
持
参

問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
５
４
３

怯
夏
休
み　

市
立
保
育
園

勤
務
内
容　

市
立
保
育
園
で
の
保
育
補
助

勤
務
期
間　

７
月　

日
（
火
）
～
８
月　

１７

３１

日
（
金
）
の
保
育
課
の
指
定
す
る
日

勤
務
時
間　

平
日
の
午
前
８
時　

分
～
午

３０

後
５
時

賃　

金　

時
給
１
千　

円
（
有
資
格
者
は

５０

１
千
百
円
）

申
込
み　

履
歴
書
ま
た
は
申
込
書
（
写
真

を
貼
っ
た
も
の
）、
保
育
士
資
格
の
あ
る

方
は
資
格
証
の
写
し
を
問
合
せ
先
へ
本
人

が
持
参

※
７
月
２
日
（
月
）
ま
で
に
、
応
募
さ
れ

た
方
を
優
先
。
そ
の
後
は
、
欠
員
が
出
た

場
合
に
選
考
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

保
育
課
緯　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

９
４

 
職
種
ほ
か　

左
表
の
と
お
り

提
出
書
類　

採
用
申
込
書
（
縦
４
㌢
㍍
蓋

横
３
㌢
㍍
の
写
真
を
貼
っ
た
も
の
）、
受

験
票
、
返
信
用
封
筒
（
本
人
の
宛
先
を
記

載
し
、　

円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）、
資
格

８２

が
必
要
な
職
種
に
つ
い
て
は
、
資
格
を
証

明
す
る
書
類
の
写
し

嘱
託
職
員
募
集

平
成　

年
９
月
採
用

３０

募
集
要
項
・
申
込
書
の
配
布　

７
月
３
日

（
火
）ま
で
、
職
員
課（
市
役
所
３
階
）、
東

部
・
西
部
出
張
所
で
配
布

申
込
み　

７
月
３
日
（
火
）
ま
で
に
、
申

込
書
類
を
問
合
せ
先
へ
持
参

※
平
成　

年
度
に
嘱
託
職
員
と
し
て
採
用

２７

さ
れ
、
平
成　

年
度
で
嘱
託
職
員
と
し
て

２９

３
年
度
目
を
迎
え
て
勤
務
し
て
い
た
方

は
、左
表
の
５
～
７
に
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

職
員
課
緯　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

１
４

近
隣
の
方
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
原

因
と
な
り
ま
す
。
市
の
条
例
で
も
、
空
き

地
の
所
有
者
（
管
理
者
）
は
、
早
め
に
除

草
す
る
な
ど
、
適
切
な
管
理
を
行
う
よ
う

に
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

怯
雑
草
の
除
去
方
法

　

あ
き
地
な
ど
の
雑
草
を
除
去
す
る
際

は
、
除
草
剤
の
使
用
を
控
え
、
で
き
る
だ

け
草
を
刈
り
取
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
政
策
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
６

 　

そ
れ
ぞ
れ
傍
聴
で
き
ま
す
。

怯
介
護
保
険
運
営
協
議
会

と　

き　

７
月
５
日
（
木
）　

午
後
２
時

か
ら

と
こ
ろ　

健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
２
階

第
三
・
第
四
会
議
室

定　

員　
　

人
１０

審
議
会
な
ど
の
日

審
議
会
な
ど
の
日
程程

申
込
み　

当
日
、午
後
１
時　

分
か
ら
、会

５０

場
で
受
付（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　

高
齢
者
支
援
課
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
８
２
３

怯
総
合
教
育
会
議

と　

き　

７
月　

日
（
木
）　

午
前　

時

１２

１０

か
ら

と
こ
ろ　

市
役
所
６
階
大
会
議
室

定　

員　
　

人
１０

申
込
み　

当
日
、
午
前
９
時　

分
か
ら
、

４０

会
場
で
受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ　

政
策
課
緯　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

０
３

怯
図
書
館
協
議
会

と　

き　

７
月　

日
（
木
）　

午
後
２
時

１２

か
ら

と
こ
ろ　

中
央
図
書
館
２
階
会
議
室

定　

員　
　

人
１０

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　

中
央
図
書
館
緯　

（
３
４
５
）

０４２

１
２
４
６

勤
務
日　

８
月
１
日
～
平
成　

年
３
月　

３１

３１

日
（
再
任
あ
り
）　

主
に
平
日
の
午
前
９

時
～
午
後
６
時
の
都
合
の
よ
い
時
間

応
募
資
格　

介
護
支
援
専
門
員
、
保
健

師
、
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉

士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
、
都
道
府

県
の
介
護
保
険
認
定
調
査
員
新
規
研
修
を

受
講
済
み
の
方

募
集
人
数　

若
干
名

報　

酬　

１
件
に
つ
き
４
千
円

申
込
み　

７
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
、
所

定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

問
合
せ
先
へ
持
参

※
所
定
の
用
紙
、
要
項
は
問
合
せ
先
に
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

高
齢
者
支
援
課
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
７
５
９

　

市
で
は
、
現
在
、
新
聞
折
込
み
と
郵
送
で
お
届
け
し
て
い
る
市
報
こ
だ
い
ら

の
配
布
方
法
を
変
更
し
て
、
７
月
５
日
号
か
ら
す
べ
て
の
世
帯
の
ポ
ス
ト
に
直

接
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ　

秘
書
広
報
課
緯　

（
３
４
６
）
９
５
０
５

０４２

市
報
こ
だ
い
ら
７
月
５
日
号
か
ら

す
べ
て
の
世
帯
へ
お
届
け

介護保険運営協議会委員（５０音順、敬称略）

氏　名氏　名氏　名

多賀谷　守川上　政子井上　斉

林田　良子久保田　進上原　健嗣

比留川　実佐田　惠子小川　容子

松川　茂雄清水　太郎落合　高幸

渡邉　浩文下村　咲子金子　惠一

１２３４５６７

職　
　
　
　

種

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

就
学
相
談
員
嘱
託
職
員

保
育
園
看
護
師
嘱
託
職
員

施
設
整
備
課
建
築
技
術
嘱

託
職
員

中
央
公
民
館
嘱
託
職
員

公
民
館
事
務
（
分
館
）
嘱

託
職
員

地
域
セ
ン
タ
ー
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採
用
予
定

人
数

３
人

１
人

１
人

１
人

１
人

１
人

１
人

応
募
資
格

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

３３

保
育
士
、
小
学
校
教
諭
な
ど
の
資
格
を
有
す
る

方※
詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

臨
床
心
理
士
の
資
格
を
有
し
、
発
達
検
査
（
Ｗ

ｉ
ｓ
ｃ
篠
、
田
中
ビ
ネ
ー
偲
）
の
実
施
お
よ
び

報
告
書
の
作
成
が
可
能
な
方

看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
方

一
級
も
し
く
は
二
級
建
築
士
の
資
格
を
有
す
る

方
、
ま
た
は
実
務
経
験
が
５
年
以
上
あ
る
方

と　

き　

６
月　

日
（
月
）　

午
後
５

２５

時
～
８
時

と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
収
納
課
（
入
口

は
庁
舎
北
側
）

※
来
庁
の
際
は
納
税
通
知
書
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

※
夜
間
窓
口
で
は
、
納
税
証
明
書
の
発

行
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

収
納
課
緯　

（
３
４
６
）
９

０４２

５
２
７
・
９
５
２
８

６
月　

日（
月
）に
開
設

２５

夜
間
納
税
窓
口

◇
市
民
税
・
都
民
税
の
普
通
徴
収
（
第

１
期
）

※
納
付
は
、
７
月
２
日
（
月
）
の
納
期

限
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
口
座
振
替
の
方
は
預
金
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
市
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も

納
付
で
き
ま
す
。

 

検
索　

ヤ
フ
ー
公
金

　

詳
し
く
は
、
納
税
通
知
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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